
ある地域研究者の軌跡
-インド地域研究者としての荒松雄氏-

インドを対象とした卒論を書きたいと思ったも

のの,自分のインドの理解がまだ不十分であった

ため,試行錯誤の結果,このテーマに至った｡本

論の目的は,インドに造詣が深い研究者,荒松雄

氏の研究の軌跡を追うことによって,インドの正

確な理解への手掛 りを得ることである｡

第 Ⅰ章では,荒氏の主要な活動と功績を略歴図

とともに紹介した｡

第Ⅱ章第1節では,氏の主要な研究について,

それぞれの研究における問題意識を重視しつつ,

その概要を記した｡その際,氏の研究の変遷を理

解 しやすくするため,時期区分を試みた｡ここで

の結論として,荒氏の問題意識には,従来の日本

人の盲点をついたものがかなり多いという特徴を

見出だした｡

第2節では,荒氏の著作を年代順に記し,かつ,

独自に,研究内容に基づく分類を行った｡

第Ⅲ章では,様々な研究者から,氏がどのよう

な評価を得ているのかについて,書評等の記述か

ら,明らかにした｡その結果,荒氏は日本におけ
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るインド研究の先頭に立つ研究者であり,また,

氏の研究者としての資質がひろく認められている

ことが分かった｡

Ⅱ,Ⅲ章では,研究者としての荒氏が明らかに

なったと思う｡ 第Ⅳ章では,95年11月22日に行っ

た,荒氏へのインタビューをもとに,荒氏のイン

ド研究を方向づけたものを明らかにした｡ また,

未来社の本間 トシさんのお話から,荒氏の研究者

として以外の側面もある程度明らかにできたので

はないかと思う｡

第Ⅴ章では,荒氏が長期にわたってインド研究

を持続できたのは,氏がインドと自分とのかかわ

りを作 り出すことによって,インドを身近に感 じ

続けられたからなのではないかという結論に至っ

た｡

おわりにでは,地域研究とはどうあるべきかと

いう問題について,Ⅴ章までで分かった荒氏への

理解をもとに,考察した｡その結果,地域研究者

はできるだけ研究成果を一般人にも分かる形で,

公表してほしいという希望を述べた｡

ぐる農村の現状
一新潟県中魚沼郡川西町を事例として-

1960年以降の高度経済成長期を通じて,日本の

産業構造は重化学工業を中心とする構造に変化 し

ていった｡それに伴い,農村から都会へ大量の労

働力が流出していき農業就業人口の減少は著 し

かった｡一方,農家戸数も減少したが,その減 り

方は農業就業人口数より緩やかであった｡それは,

農家の世帯員の中に他出者が多いこと,農村部で

も核家族化の傾向が浸透したこと,兼業農家が増

えたことなどによる｡

兼業農家の進展で農村家族にも変化が起こり始

めている｡ 一つの家族内に農業労働者と賃金労働

者が生まれることによって,｢家｣の観念が弱

まってくる｡ しかし家父長制の弱まりとは逆に,
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直系家族の性質はそのまま残 った (長谷川,

1993)｡小規模経営が多い兼業農家では昔の傍系

親族を含んでいた家族の数を減らしながら,直系

家族を維持する方向に働いたからである｡

国際化も様々な形で活発になってきた｡日本の

経済的地位の向上により,日本の男性と外国の女

性との国際結婚が珍 しくなくなった｡

昨今の国際化の流れのなかで,農村の嫁不足の

一つの対応策として農村男性とアジア女性との国

際結婚が生まれてきた｡この結婚は社会的性質の

強いものであり,結婚までの過程が短 く人権問題

の面から非難の声が相次いだ｡各国もそれぞれこ

の結婚を禁止 し始めている｡ しかし,来日した花
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嫁を暖かく迎えるために,行政が積極的にアフ

ターケア-を行っている所もある｡

本論では来日後の花嫁の生活を見ていくと共に,

地域の目を通した花嫁さんと彼女達の受け入れに

伴う地域の変容に着日し,現在の農村の姿にまで

視点を広げて考えてみたい｡フィール ドは,行政

が積極的に花嫁さんのサポー トを行っている,節

潟県中魚沼郡川西町を選んだ｡

実際の聞き取 りの中で,花嫁さんは一般の日本

の家族とそう変わらない生活をしていると思われ

た｡｢家｣を継 ぐ意識をはっきりと認識すること

はできなかったが,少なくとも両親の引退後は農

業の手伝いをすると言ってる｡地域の彼女たちに
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対する評価は高い｡しかし日本人との間に見えな

い壁を感 じとっている｡

地域の話では,嫁不足の原因を若者の職場不足

に求める人が多 く,｢家｣の話を口に出す人はあ

まりいなかった｡最近では女性の場合,土地に固

執 して結婚を逃すより,土地を捨てて他-結婚す

る場合もあるという｡ 農村における土地の考え方

も少 しずつ変わってきている｡ それでも外国人花

嫁さんの夫が全員長男で,両親と同居 している点

を考えると依然 ｢家｣の問題が見え隠れするのも

事実である｡ ただし家庭の中で親夫婦と息子夫婦

に生活の分離も現れてきている｡

横浜市における市営住宅をとりまく環境の変化について

内 藤 聡 美

この論文は,各時代の集合住宅なかでも市営住

宅を取 り上げ,そのミクロ的 ･およびマクロ的要

素を比較検討することで,時代ごとの特徴をつか

み,さらにはそれらの特徴が各時代ごとの社会情

勢それに基づ く住宅需要を反映しているかどうか

を見ていこうというものである｡ フィールドは横

浜市内全域である｡

具体的な建設例を取 り上げる準備段階として書

かれたのが第1章と第2草である｡

第 1章ではとくに市営住宅にこだわらずに,集

合住宅についての日本全国にいえる流れを追って

みた｡ここでキーワードとなっているのが1970年
代の "転換期"である｡ 転換期を迎えた背景とし

ては,①高度経済成長,②集合住宅の質のあまり

の低さ,③集合住宅への定住志向の3つが考えら

れる｡ そのうえで転換期以後の集合住宅を考える

にあたっては,1970年代前半までの第1期,1970
年代後半の第2期,1980年代以降の第3期に分け

ることができることを示した｡

第2章では住宅建設を計画面から検討してみた｡

横浜市の住宅供給は,国が打ち出した住宅建設

5カ年計画と,昭和56年以降については ｢よこは

ま21世紀プラン｣に基づいて行なわれていること

を示した｡

第3章では横浜市営住宅の具体的な検討がなさ

れている｡ 第 1節においては,現存の市営住宅が

平面的にどのように広がっていったのかを,各年

代の地形図にプロットをしていくことで見ていこ

うとした｡この作業から,市営住宅はまず都心に

近い鉄道沿線上に,次に市の南部の丘陵地を切 り

崩す形で,そして最後に北部の丘陵地や海岸部の

埋立地に,といった順に展開していったことがわ

かった｡第2節においては,昭和20年代から昭和60

年代までの各年代ごとの具体的建設例を取 り上げ,

それぞれの住宅についての特徴を細かく探ってい

こうとした｡具体例として取 り上げたのは昭和20

年代から順に,三ッ境住宅,十日市場住宅,勝田

住宅,金沢住宅,楽老住宅の5つの住宅である｡

第 1節で使用した地形図を基にまずは建設当時の

土地利用状況や交通状況などを考察した｡そのう

えで実際にそれぞれの住宅を訪れ,地形図からは

読み取れない団地内部の構造や現在における周辺

の土地利用状況や交通状況などを調査 した｡それ

ぞれの特徴については本文で述べたとおりである｡

想像 していた以上に各時代ごとの違いは顕著で

あった｡行政の政策に基づいてつくられる公営住

宅のなかでも,とくに市営住宅というものはその

時々に一番必要とされる住宅であるのだから,社

会的背景の影響が如実に表れるものなのだろう｡
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